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１１月１９日横浜支社より「JR東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方について」提案を受けました。 

グループ経営ビジョン「勇翔 2034」の実現に向け、「融合と連携」をさらに加速するために組織と業務の再編を行うもの   

です。 

  提案内容は以下の通りです。 
 

１，組織の見直しに伴う業務の再編について 

これまで横浜支社が所掌していた現場機関と企画部門の業務は、各事業本部にて所掌する。                                     

 

２，体制         横浜支社では３つの事業本部に再編。機能に違いはあれど事業本部相互間は並列の関係 
 

横 浜 支 社 

 

川崎事業本部         横浜事業本部         湘南伊豆事業本部              
 並列                                 並列 

３，実施期日   ２０２６年７月１日 

４，その他      実施に向けて必要な準備を行っていく。 

 

組合        提案された特徴的な内容             会社 

・各事業本部の規模（人数）はどのくらいなのか。 
・川崎で４００名弱。小田原で６００名弱。横浜は設備 

職場が入るため１８００名弱くらいである。 

・ダイヤ改正や各施策に伴う出面数はどのように示される

のか。 

・現行の統括センター単位と事業本部単位の２段で  

示していく。 

・支社で持っている仕事を各事業本部でも担うとなると、

仕事量が増えるのではないのか。 

・業務量に差はあるかと思うが、基本的には各事業  

本部で担えるだけの体制は作っていく。 

・各事業本部の拠点はどこになるのか。 

・拠点となる駅は横浜駅・川崎駅・小田原駅と考えて  

いる。また川崎事業本部・湘南伊豆事業本部のオフィ

スとなる場所については検討中である。 

新設エリア機関 融合する現場第一線の職場 出面数 

川崎事業本部 川崎統括センター １50→１42  △8 

 

 

横浜事業本部 

横浜統括センター、町田統括センター、桜木町統括センター 

横浜保線設備技術センター、横浜土木設備技術センター 

横浜建築設備技術センター、横浜機械設備技術センター 

横浜電力設備技術センター、横浜信号通信設備技術センター 

首都圏本部鎌倉車両センター 

首都圏本部鎌倉車両センター中原支所 

 

 

985→961 △24 

湘南伊豆事業本部 湘南・相模統括センター、小田原・伊豆統括センター 

首都圏本部国府津車両センター 

280→265 △15 

東日本ユニオン 
 よこはま 

 

 

ＪＲ東日本労働組合  

横 浜 地 方 本 部  

発行者/小清水和彦 

 

「JR東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と 
                 働き方について」提案を受ける！ 


